





その他のタイトル Social Transformation of Kazakh Region and
Reconstruction of the Livelihood Strategy in
Modern China : A Case of Fuyun County in the













































































































































































































































































































































































































本研究は 2013 年から 2018 年にかけて、新疆ウイグル自治区北部のコクトカイ県におい
て 3回に渡って筆者が参加して実施した現地調査に基づく成果である。調査方法としては、
フィールドワークを主とし、参与観察、インタビュー調査を通じて資料収集を行った。2013






生活について聞き取り調査を行った。第二次調査は 2014 年 7 月から 9 月にかけて実施し、
様々な政策・制度の実施と社会変容問題の複雑な相関性を検証するため、政府関係者と地
























位置する県である（図 0-1 を参照）。コクトカイ県は、ユーラシア大陸の奥地（北緯 45 度















将軍庙段までの鉄道路線である。この鉄道路線は 2007 年に建設工事が着工され、2009 に正式に開通・運















され、78 行政村、20 自然村と 5行政社区9を管轄している。	
2015 年末現在、コクトカイ県の人口は 97,113 人で、このうち、少数民族人口が総人口
の 78.6%を占める。コクトカイ県には 23 の民族がおり、カザフ族は先住民族である。民族
別に考察すると、カザフ族は 71,388 人（対総人口比 73.51%）、回族は 2,039 人（2.1%）、













9	2000 年から、都市の「社区建設」を農村社会に導入し始めた。2006 年 9 月に民政部の「農村社区建設















































7,226.65 万ムー13と草地面総面積の 40％以上を占める。このうち、夏営地面積が 473.91 万
ムー、春秋営地が 1,736 万ムー、冬営地が 5,016.71 万ムーとされている14。耕地面積は約
21,543ha が現在利用下にあり、土地総面積の僅か 0.67%であるが、更に多くが耕地開発の
可能な土地とされている。山区天然林面積は 64.68 万 ha であるが、河谷天然林面積は僅か



































ている。2016 年のコクトカイ県の域内総生産（GDP）は 36.18 億元に上り、前年に比べて
5.7%増加、対 2000 年比では 6.7 倍増加し、年平均増加率は 15.62%となっている。コクト
カイ県における都市部の住民の可処分所得は平均で 37,487 元と顕著に向上しており、前
年同期比 13.7％増となった。農村部の農牧民の現金所得は平均で 12,106 元に達し、前年
同期比 9.5%増となった。都市部と農村部の格差は 25,381 元、収入の比率は農村部を 1 と
すると、都市部が 3.1 となった。こうして、都市部と農村部の二重構造が浮き彫りに表れ
ている。2016 年のコクトカイ県の地方財政一般予算収入は 23.06 億元で、前年に比べて
10.58%増加、対 2000 年比では 123 倍増加し、年平均増加率は 7.7%に達した。産業構造に
ついては、最適化と調整が絶えず図られており、第 1次、第 2次、第 3次産業の構成比率
は 2000 年の 44.73：28.84：26.43 から 2015 年の 18.22：43.79：38.99 に調整されている。
特に、コクトカイ県の第 2 次産業が急速に成長しており、鉱物資源の開発を主力にする工
業発展構造が形成されている。これには、石油、石炭、鉄鉱石の掘削などが含まれており、
一定の規模を備えた現代工業体系が形成されている。2016 年の工業生産額は 10.44 億元








増加し、対 2000 年の 70.02 万頭と比較すると 4.88%減っていたが、牧畜業の生産総額は
60,836.09 万元に上がっている。他に、プランテーションと林業の生産総額もそれぞれ
51,895.49 万元と 2,947.5 万元に増加している。	
続いて、具体的な調査地を設定するために、コクトカイ県の概要を検討した上で、その
下位のドゥルー鎮、カラブルグン郷とキョクトカイ鎮を選定した。コクトカイ県から調査




















                                                

















































































































































































1954 年まで)、高まりの段階(1954 年から 1964 年まで)、防げられた段階(1965 年から 1978
年まで)と回復段階(1978 年から 1990 年まで)という四つの段階に分けられた。民族識別工
作の結果として、1954 年には 38 の少数民族を、1965 年に 15 の少数民族を、さらに 1982













新中国は 1949 年に成立して以来、統一された多民族国家と称し、現在、漢族および 55
の少数民族が中央政府により認定されている。新中国成立当初、全国の少数民族は約 3,600
万人が統計されていた。ついで 1953 年第 1 回人口調査時には 34,013,782 人（全人口の
5.89%）、1964 年には 39,883,909 人（5.77%）、1982 年には 66,434,341 人（6.62%）、そ
して 1990 年の 90,567,245 人（8.01%）、2000 年の 104,490,735（8.41%）と急増してきた。
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2010 年の第 6 回人口調査によると、漢族人口が 12 億 2,084 万人、少数民族の総人口は 1
億 1,196 万人であり、全国人口の 8.49％を占めている（表 1−1 を参照）。漢族と少数民族
の人口増加率についてみると、1953〜64 年に漢族は年平均 1.59%の増加に対し、少数民族





年度	 1953 年	 1964 年	 1982 年	 1990 年	 2000 年	 2010 年	
漢族	 542,824,056	 651,296,368	 936,674,944	 1,039,187,548	 1,137,386,112	 1,220,844,520	
少数民族	 34,013,782	 39,883,909	 66,434,341	 90,567,245	 104,490,735	 111,966,349	
総人口	 577,856,141	 691,220,104	 1,003,013,927	 1,130,510,638	 1,242,612,226	 1,332,810,869	
出所：『中国人口普査資料』と『中国統計年鑑』（各年）より筆者作成。	
説明：（１）中国の人口調査は中央政府が主導して行われ、「人口普査」と呼ばれてい







































少数民族名	 人口（人）	 順位	 構成比	 主な居住地	
チワン族	 16,926,381	 1	 1.2700%	 広西・雲南・広東・貴州・湖南	
回族	 10,586,087	 2	 0.7943%	 寧夏回族自治区をはじめほぼ中国全土	
満州族	 10,387,958	 3	 0.7794%	 遼寧・黒竜江・吉林・河北・内蒙古・北京	
ウイグル族	 10,069,346	 4	 0.7555%	 新疆	
ミャオ族	 9,426,007	 5	 0.7072%	 貴州・雲南・湖南・四川・広西・湖北	
イ族	 8,714,393	 6	 0.6538%	 雲南・四川・貴州	
トゥチャ族	 8,353,912	 7	 0.6268%	 湖北・湖南・四川	
チベット族	 6,282,187	 8	 0.4713%	 西蔵・四川・青海・甘粛・雲南	
モンゴル族	 5,981,840	 9	 0.4488%	 内モンゴル・遼寧・新疆・黒竜江・吉林・
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青海・河北・河南	
トン族	 2,879,974	 10	 0.2161%	 貴州・湖南・広西	
ブイ族	 2,870,034	 11	 0.2153%	 貴州	
ヤオ族	 2,796,003	 12	 0.2098%	 広西・湖南・雲南・広東・貴州	
ペー族	 1,933,510	 13	 0.1451%	 雲南	
朝鮮族	 1,830,929	 14	 0.1374%	 吉林・黒竜江・遼寧	
ハニ族	 1,660,932	 15	 0.1246%	 雲南	
リー族	 1,463,064	 16	 0.1098%	 海南	
カザフ族	 1,462,588	 17	 0.1097%	 新疆	
タイ族	 1,261,311	 18	 0.0946%	 雲南	
ショオ族	 708,651	 19	 0.0532%	 福建・浙江	
リス族	 702,839	 20	 0.0527%	 雲南	
トンシャン族	 621,500	 21	 0.0466%	 甘粛	
コーラオ族	 550,746	 22	 0.0413%	 貴州	
ラフ族	 485,966	 23	 0.0365%	 雲南	
ワ族	 429,709	 24	 0.0322%	 雲南	
スイ族	 411,847	 25	 0.0309%	 貴州	
ナシ族	 326,295	 26	 0.0245%	 雲南	
チャン族	 309,576	 27	 0.0232%	 四川	
トゥー族	 289,565	 28	 0.0217%	 青海	
ムーラオ族	 216,257	 29	 0.0162%	 広西	
シボ族	 190,481	 30	 0.0143%	 遼寧・新疆・黒竜江	
キルギス族	 186,708	 31	 0.0140%	 新疆	
チンポー族	 147,828	 32	 0.0111%	 雲南	
ダフール族	 131,992	 33	 0.0099%	 内モンゴル・黒竜江	
サラール族	 130,607	 34	 0.0098%	 青海・甘粛	
ブーラン族	 119,639	 35	 0.0090%	 雲南	
マオナン族	 101,192	 36	 0.0098%	 広西	
タジク族	 51,069	 37	 0.0038%	 新疆	
プミ族	 42,861	 38	 0.0032%	 雲南	
アチャン族	 39,555	 39	 0.0030%	 雲南	
ヌー族	 37,523	 40	 0.0028%	 雲南	
エベンキ族	 30,875	 41	 0.0032%	 内モンゴル・黒竜江	
キン族	 28,199	 42	 0.0021%	 広西	
ジノー族	 23,143	 43	 0.0017%	 雲南	
トーアン族	 20,556	 44	 0.0015%	 雲南	
ボウナン族	 20,074	 45	 0.0015%	 甘粛	
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ロシア族	 15,393	 46	 0.0012%	 新疆	
ユーグ族	 14,378	 47	 0.0011%	 甘粛	
ウズベク族	 10,569	 48	 0.0008%	 新疆	
メンバ族	 10,561	 49	 0.0008%	 西蔵	
オロチョン族	 8,659	 50	 0.0006%	 内モンゴル・黒竜江	
トールン族	 6,930	 51	 0.0005%	 雲南	
ホジェン族	 5,354	 52	 0.0004%	 黒竜江	
カオシャン族	 4,009	 53	 0.0003%	 台湾・福建	
ロッパ族	 3,682	 54	 0.0003%	 西蔵	






































































































せば、内モンゴル自治区が最も早く 1947 年 5 月、新疆ウイグル自治区は 1955 年 10 月、広
西チワン族自治区が 1958 年 3 月、寧夏回族自治区は 1958 年 10 月、チベット自治区は 1965
年 9 月である。2016 年末現在、中国に合計 153 の民族自治地方が設置され、その内訳は自









































































                                                
22	1984 年 9 月 29 日に、中共中央及び国務院は『貧困地区の支援を通じて早急に現状を	改善させること
についての通知』（《関于帮助貧困地区尽快改変面貌的通知》）を打ち出した。これにより、各種優遇・
支援政策を通じた貧困地区の貧困削減支援策を貧困削減政策の基本的原則とすることを決定した。1988 年






















ぶ鉄道）」の 4つが目玉プロジェクトとなった。このように、第 10 次五カ年計画時期（2001
〜2005 年）には大型のインフラ整備を中心に西部地域の経済振興を図ることとなった。	そ



























































































族は漢語を日常的に用いる他、残りの 53 の少数民族はいずれも自民族の言語（約 80 種類）
を持ち、うち 21 の民族が固有の 30 種の文字を使用している（張：2001）。これらの言語
と文字は民族文化の伝達・記憶装置として、各少数民族の存続にとって切り離すことがで
きない。これらの民族語言と文字に対し、中央政府は 1949 年の『共同綱領』（第 53 条）


























                                                
24別名は漢語普及政策である。新中国の建国初期において、漢語が「国語」としての地位を確立しなかっ












26別名は「知識青年下放運動」である。1968 年 12 月 12 日、『人民日報』は「知識青年は農村に赴き、貧
しい農民から再教育を受ける必要がある」とする毛沢東主席の指示を掲載した。これ以降、農村支援の名














































平均気温はマイナス 10°C からマイナス 17°C で、夏は北疆では 20°C から 25°C、南疆
では 25°C から 27°C となっており、いずれにしても年間を通して気温差が大きい。	
新疆はこのようにきびしい自然環境条件(地理的位置、複雑な地形、大きい気温差等)の
制約があるにもかかわらず、動植物などの自然生態資源や土地資源、鉱物資源に恵まれて
いる。新疆領域には野生動物は 699 種が確認されており、そのうち魚類が 85 種、両生類が










い。現在、既に発見されている鉱産物は 138 種であるが、うち 5種類の埋蔵量は全国第 1
位、24 種類が全国第 5位、41 種類が全国 10 位以内で、23 種が西北地区のトップであ
る。石油、天然ガス、石炭、金、クロム、銅、ニッケル、希少金属、塩類鉱産物、建材非
金属などの埋蔵量は豊富である。そのうち、石油資源量は全国陸上石油資源量の 30％を
占める 208.6 億トンで、天然ガスは全国陸上天然ガス資源の 34％を占める 10.3 兆㎥であ














治州、13 市轄区、22 県級市（うち 9自治州は直轄県級市）、62 県、6自治県で構成され
ている（中国人民共和国民政部：2015）。新疆の人口規模は 2014 年現在で 2,322.54 万人
であり、他の省と比較すると少ないが、その民族的構成はきわめて多様であり、漢族が約






民族	 1945 年	 構成比	 1980 年	 構成比	 2014 年	 構成比	
ウイグル族	 306.78	 76.40%	 576.46	 44.92%	 1130.33	 48.67%	
漢族	 22.24	 5.54%	 531.03	 41.38%	 861.1	 37.08%	
カザフ族	 43.86	 10.92%	 87.68	 6.83%	 159.12	 6.85%	
回族	 9.96	 2.48%	 56.56	 4.41%	 101.58	 4.37%	
キルギス族	 6.99	 1.74%	 10.89	 0.85%	 20.22	 0.87%	
モンゴル族	 5.97	 1.49%	 11.32	 0.88%	 18.06	 0.78%	
タジク族	 0.82	 0.20%	 2.41	 0.19%	 5.01	 0.22%	
シボ族	 1.06	 0.26%	 2.59	 0.20%	 4.32	 0.19%	
ロシア族	 1.94	 0.48%	 0.06	 0.00%	 1.18	 0.05%	
ウズベク族	 1.02	 0.25%	 0.79	 0.06%	 1.87	 0.08%	
タタール族	 0.56	 0.14%	 0.31	 0.02%	 0.51	 0.02%	
満州族	 0.08	 0.02%	 0.5	 0.04%	 2.75	 0.12%	
ダフール族	 モンゴル系	 0.00%	 0.4	 0.03%	 0.69	 0.03%	
他の少数民族	 14.94	 3.72%	 2.24	 0.17%	 14.99	 0.65%	































                                                
27生産建設兵団は 1954 年に、辺境地域の安定確保と経済開発を目的に、中国の各地から軍隊が動員され
て成立した。1954 年 10 月、中央政府の命令により新疆に駐在している解放軍部隊第二十二兵団部と新疆
軍区生産管理部は現地で転業し、国防軍隊の序列から離脱することになった。そして「中国人民解放軍新
疆軍区生産建設兵団」と組織され、その総人口は 17.5 万人であった。1950 年代後期から 1960 年代初めに
かけて、新疆生産建設兵団は全国から大量に漢族青年を受入、その一部は上海等の大都市からの知識青年
であった。1961 年末には、その人数は 86.6 万人に達していた。現在では 14 個師団、185 個連隊という構
成で、総人口 254 万人のうち、9 割が漢族だと言われる。兵団管轄区の面積は 7.06 万 km2、耕地面積は






表 1-4	 新疆第 6次 5 ヵ年計画期以降の経済成長率	
5 ヵ年計画期	 GDP 実質伸び率（％）	
第 6 次(1981〜1985)	 12.5	
第 7 次(1986〜1990)	 9.8	
第 8 次(1991〜1995)	 11.8	
第 9 次(1996〜2000)	 7.7	
第 10 次(2001〜2005)	 10	
第 11 次(2006〜2010)	 10.6	




	 産業別 GDP の構成比（％）	
年度	 一次産業	 二次産業	 三次産業	
1978	 35.9	 46.2	 17.9	
1980	 41.5	 45.7	 18.9	
1985	 38.4	 35.7	 25.9	
1990	 34.7	 30.7	 34.7	
1995	 29.2	 36.7	 34.2	
2000	 21.1	 43.0	 35.9	
2005	 19.4	 45.8	 34.8	
2010	 19.9	 46.8	 33.3	






























カザフ族地域は 18 世紀 60 年代以降清朝の臣属国となっており、カザフ族の一部が新疆
北部地域に入って、遊牧生活を送っていたが、近代から新疆、青海と甘粛など地域に跨っ
て居住するようになった。中国国内におけるカザフ族人口数は 1911 年には 20 万人、1944
年には 43 万人、1949 年に約 44 万人、1979 年には 87 万人、1982 年には 90 万人、1985 年
には 96.4 万人、2000 年には 127.75 万人と増加していった。2010 年の全国人口調査によれ
ば、中国のカザフ族人口数は 2010 年に約 146.2 万人で、中国の 55 少数民族の第 17 位に
数えられている。	













1944	 1949	 1982	 1990	 2000	 2010	
北疆	 イリ地区	 48.04	 48.16	 36.77	 37.37	 38.13	 37.68	
タルバガタイ地区	 23.53	 26.1	 18.54	 17.81	 17.35	 16.98	
アルタイ地区	 15.89	 11.28	 23.23	 23.09	 23.18	 23.14	
他の地区	 10.87	 11.66	 13.57	 14.37	 13.55	 16.47	




2010 年に、中国全土のカザフ族の全人口の 96.94％（1,418,278 人）が新疆北部で暮ら
しているが、新疆の総人口の 6.5％を占め、ウイグル族（45.2%）と漢族（41.6%）の後で第
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三位の民族となった。現在、カザフ族は主にイリ・カザフ自治州（1955 年 12 月 31 日、成
立）のグルジャ市（伊宁市）、ルバガタイ（塔城）とアルタイ（阿勒泰）の三つの地区、
木壘カザフ自治県（1954 年 7 月 17 日、成立）、巴里坤カザフ自治県28（1954 年 9 月 30 日、
成立）などに分布している（表 2—1 を参照）。また、甘粛省阿克賽カザフ自治県（1954 年




















1851 年の『露清イリ通商条約』と 1864 年の『タルバガタイ条約』の締結により、清朝と















った。しかし、20 世紀初期から、彼らは新疆北部から天山山脈の北麓地帯へ、さらに 30 年





クル（巴里坤）に定住したカザフの頭人 18 人と遊牧民 400 人を逮捕し、結局、3人しか釈
放しなかった。その後、盛世才はカザフ族に対し、銃器を没収するという命令を出した。
この事件はカザフ族を新疆から甘粛、青海へ移動させる発端となった。1936 年から 1939
















時間	 首領	 世帯	 人数	 移動先	
1936・11	 阿德巴依	 113	 565	 バルクル-馬鬃山-玉門魚兒紅-托
賴	
1937・07	 艾里斯汗	 136	 680	 バルクル-祁連山脈の北麓	
阿齐巴依	 42	 210	


























1944 年 10 月、イスラーム民族の反政府武装組織がソ連の軍事的援助を得て蜂起し、イリ
地区ニルカを陥落させた。この事件は、中国側によって「三区革命」と認定された。	
同年 11 月 12 日、新疆北部ではイスラーム民族によって再び「東トルキスタン共和国」
の建国が宣言された。その時、中華民国国民政府は日中戦争のさなかであり、「東トルキ








中華民国国民政府と東トルキスタン共和国政府は 1946 年 1 月に 11 ヵ条の和平協定を締結
した。和平協定締結後も国民政府と東トルキスタン共和国側は、民族軍再編の方法をめぐ
って激しく対立し硬直状態が続いたが、1946 年 6 月 6 日この問題に関する附文への調印が
成り、同年 7月 1 日を以て「新疆省連合政府」が発足した。	
しかし、1947 年 5 月、張治中は新疆省連合政府代表を辞任し、国民政府が後任にマスー
ド・サブリを任命した。三区の政治家たちは、三区側に不人気のマスード着任祝賀式典へ
の出席を拒否し、この人事への抗議とした。国民政府と三区側の緊張関係は日に日に悪化




1949 年 10 月 10 日、人民解放軍の最初の部隊が新疆地域に進駐した。20 日にはこの部隊
の一部は省都ウルムチに到着し、三区に属する民族軍の解体が始まった。三区では、東ト
ルキスタン共和国政府の行政機関建物には、1949 年 10 月初旬まで東トルキスタン共和国
政府の星と半月の旗が揚げられていたにもかかわらず、、グルジャでは 10 月中旬頃から、
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各施設に中国共産党の五星紅旗が掲げられるようになった。これより、1944 年 11 月に生
まれた東トルキスタン共和国が 1949 年 10 月を以て完全に消滅した。	
同年 12 月 17 日、中華人民共和国新疆省人民政府と新疆軍区の成立が宣言された。その
後、中国共産党に対する抵抗が多発していたイリ、タルバガタイ、アルタイという三つの
地区において、民族自治区域を設立することは新疆を統治する上で重要課題であった。1953
年の统计によると、当時の新疆における 50.9 万人のカザフ族の約 85％がこの三区に暮ら
していた。現地人口の 40％を占めていた。この三つの地区は地理的に隣接しているほか、
政治、経済、文化の相互作用も互いに密接に連関していた。これらの要因を考慮し、イリ・
















ダなどの家畜を放牧して生活していた。1949 年 9 月、新疆は平和的に解放され、同年 10 月
1日より、新疆の各民族人民は中国全国人民と共に新中国の成立を迎えた。翌1950年 3月、
中国人民解放軍新疆軍団は中央政府の命令によりアルタイ地区の承化県（現在のアルタイ









表 2-3	 コクトカイ県における各族各界人民代表会議の開催（1950〜1955 年）	
時間（１回目）	 会議（回数）	 要点	






























その後 1950 年から 1955 年にかけて、コクトカイ県は暫定憲法の性格をもつ『共同綱領』





















統的な遊牧生産に特別の関心を寄せ、1953 年１月から 800 世帯 3,790 人の農牧民に生産救
済（救援食糧 54.8 万 kg と生産母羊 1,701 頭）と経済支援（4,061 万元）を行った。同年
6 月、コクトカイ県で大規模のイナゴ（蝗虫）被害が発生し、農牧業生産は災害に見舞わ
れた。県党委員会は 6月 15 日から 7月 5 日にかけて、合計 965 人を組織して、イナゴを退
治した。その結果、約 61.67ha の農耕地と草原で、農産物と牧草が食べ尽くされる事態は
食い止められた。	
1953 年 8 月、新疆軍区司令王震（共産党中央新疆分局書記兼任）と新疆省政府主席ブル
ハン・シャヒディ（包尔汉・沙希迪、ウイグル族）は相次いでコクトカイ県へ視察に赴い
た。その直後、新疆省人民政府訪問団は 9月 21 日からコクトカイ県に入り、次々とトゥル
グン郷、カラブルグン郷、キョクトカイ鎮、クルト郷とクウェルティス鎮の 4郷 1 鎮を視
察した。滞在期間は 10 月 18 日までの 26 日間続き、移動距離は全長 1,000km 余りを超え、
遊牧移動先への訪問は 185 ヶ所に及んだ。訪問団はカザフ族、ウイグル族、モンゴル族な




そして、1953 年 11 月から 1954 年 1 月にかけて、コクトカイ県政府はカザフ族の部族首
領と宗教上層部の指導者と十分な協議を行った後に、伝統的な部族統治と封建制度を廃止













































年 4 月に 25 世帯の農牧民によって 3つの互助組、すなわち、一区三郷の「哈什・吐拉克」
農業互助組、二区四郷の「哈比都拉・塔贝」半牧半農業互助組と、三区六郷の「索勒坦尼
亚・别勒格」農業互助組が生まれた。わずか 3 年で、通年的な互助組と季節的な互助組の
割合は 1954 年末の 9/80 から、1956 年の 76/75 となった。最終的に、コクトカイ県では互







この点を踏まえ、中央政府はより社会主義社会を進化するため、1953 年 12 月に公布し
た『農業生産合作社の発展に関する決議』で、互助組から初級合作社を経て、更に高級合
作社への移行方針を示した。1955 年、毛沢東は 7 月 31 日の中共中央会議で『農業合作化
の問題について』という報告を行い、10 月に中共中央第 7期第 6次会議で『農業合作化問


















の農牧民は、私有の生産手段である 2,122 頭の家畜と 321.15ha の耕地を合作社に持ち寄
って、その管理をまかせた。コクトカイ県党委員会は農牧業合作社の設立初期において経
済的困難に応じて、10 つの信用合作社（1 区 1 つ、2 区 4 つ、三区 5 つ）の設立を促進し





































コクトカイ県は 1958 年 8 月から、中共中央政治局拡大会議で採択された『農村における
人民公社設立に関する決議』に基づき、二区五郷と三区五郷で「紅旗」人民公社と「幸福」







































家畜	 1 群の頭数	 担当者の人数	 労働点数	
細毛羊	 25	 2＋11)	 1 年間 710＋300 点	
綿羊（雌）	 300	 3	 全勤工分 2)	
綿羊（雄）	 300	 2	 1 年間 720 点	
山羊（雌）	 300	 3	 全勤工分	
山羊（雄）	 300	 2	 全勤工分	
牛（雌）	 50	 2—3	 全勤工分	
牛（雄）	 40	 2	 全勤工分	
馬	 60—100	 2—3	 全勤工分	










男性 10 点、女性 8点、未成年 5点）の方法で実施した。具体的な、各家畜の群編成と労働
点数を示したものが表 2 である。基建隊の労働は基準点数に基づく請負の形をとったが、











































負制は、1980 年 9 月に牧畜地域でも農民の要望があれば導入してもよいことになり、1980
年以降急速に普及した。牧畜社会でも生産責任制度の導入により個別生産経営に移行し、
市場解放が全面的に進み、牧畜民の自留家畜の無制限拡大が認められた。	




に 1958 年より続いた人民公社体制は、わずか 2年で完全に解体される結果となった。1984
年、コクトカイ県は中央政府の「政社分離の実行と郷鎮政府の設立に関する通知」に基づ
き、政社合一体制を改革し、各郷・鎮の政府を建設した。コクトカイ県の郷・鎮政府の設




































その結果、2000 年頃まで、中国ではチベット族やカザフ族などの遊牧民（約 44 万世帯
200 万人）は依然として、チベット高原地区や新疆北部アルタイ地区、内モンゴル自治区





南の 3自治区 4省まで拡大した。2010 年末までに、チベット族、モンゴル族、ウイグル族、

















チベット	 1.3	 5	 72.8	 6.48	 4.9	
青海省	 6.0	 25	 46.12	 26.1	
四川省	 6.7	 27	 42.95	 24.3	
雲南省	 0.2	 1	 1.34	 0.8	
甘粛省	 1.0	 4	 1.59	 3.7	
内モンゴル地区	 内モンゴル	 0.3	 1	 1.2	 2.05	 1.02	
新疆地区	 新疆	
（兵団）	




合計	 24.6	 100	 115.7	 176.54	 100	
出所：『全国遊牧民定住プロジェクト「十二五」計画』（2009）より筆者作成。	
	
中央政府はこれらの遊牧民を定住させるため、2011 年 6 月に『牧畜区のより良い発展の
促進に関する国務院の若干意見』(《国務院関于促進牧区又好又快発展的若干意見》国発




によって、政府は 2010〜2015 年間に 176.54 億元の規模の投資を行ってきたが、中央政府
と地方政府はそれぞれ 79.83 億元と 42.99 億元を分担し、牧畜民は 53.73 億元を分担する
という方案により実施した。そのうち、チベット高原地区には総投資の 55.78%約 98.48 億
元が分担されたが、新疆ウイグル自治区には約 68.81 億元が分担し、内モンゴル自治区に
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画（WFP）と中国政府により、「2817」プロジェクトが 1988 年から 1996 年まで新疆北部の






























働点数は 350—360 分で、年末 0.13 元/分で計算しました…当時のバラエルキス村は 51





村に入居しました。現在、30 ムーの土地を持っています。牛が 20 頭、馬が５頭、羊




































































の段階では、新疆自治区政府は国家の統一的な要求に基づき、2009〜2010 年の 2 年間に
2,494 万世帯の遊牧民を定住させると決定し、残りの 8556 万世帯を『新疆第十二次五カ年
（2011〜2015 年）游牧民定住プロジェクト』の提案に取り入れた。新疆北部では「以水定
地（水で土地を決める）」という原則によって、総合的民生事業として大々的に水利工事

















































草原の開発やインフラ整備の建設を通じて、1995 年までに約 4,580ha の耕地を開発し、
297km の灌漑水道、214km の排水水路、174km の道路などの付帯施設を整備してきた。この
結果、1996 年末までにドゥルー鎮では約 1,100 世帯の牧畜民が定住・半定住の生活へ転換
した。このプロジェクトを踏まえ、コクトカイ県における遊牧民定住事業はますます加速
した。1998 年にはコクトカイ県域内で定住を実現した牧畜民は 1,788 世帯 9,235 人で、住
宅が 4,586 軒 12,350km²、厩舎が 4749 軒 13.29 万 km²、草料棚が 1,047 軒 60.7 万 km²に達
し、構築済みの牧畜業中心村はドゥルー鎮のコクブラ村、カラテュンケ鎮のサルトハイ定
住村、カラブルグン郷のチャラカイ定住村などの 7ケ所を数えるようになった。	
本研究の最後の現地調査を実施した 2016 年は、定住政策の開始から 30 年以降のことで








































ルー鎮の東部に位置し、鎮から約 30km 離れており、車で移動するには 30 分かかる。コク








































































































私は今 30 代で、牧畜業を営んでいます。前年から十戸長となりました。この 10 世























































































































現地調査によると、コクトカイ県政府は 2013 年から 5年の歳月をかけて、全域の村で大
学生村官と駐村幹部、それぞれの「一村一名」を配置する目標を掲げていた。ところが 2017





































ら構成されている（図 3−2、表 3-4 を参照）。ユルト全体に白色・淡褐色のフェルトを被
せているゆえに、カザフ族による「白い宫殿」と称されている。	
カザフ族の場合は概ね、1 帳のユルトには夫婦と未成年の子どもからなる 1 つの核家族
が住み、それ以外の家族が同居する時は、近くに新しいユルトを増やすことが多い。移動
の場合は、2-3 人が移動先でユルトの組立を行い、1時間半から 2 時間ほどで完成させる。


































































































写真 3−1	 トゥルグン郷コハラ定居村の住宅「一階建て 80m²」	
	
出所：2013 年 7 月筆者撮影。	
	
写真 3—2	 トゥルグン郷コハラ定居村「二階建て 120m²」	
	
出所：2013 年 7 月筆者撮影。	
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定住村における牧畜民向け住宅の整備費用は部分的に牧畜民の自己負担によって行われ




2013 年のコクトカイ県の場合は、中央政府が 2.5 万元、自治区政府が 1.5 万元、県政府が








表 3−5	 2013 年度におけるコクトカイ県の定住政策をめぐる経済支援の資金源	
資金源	 補償基準（万元）	 世帯数	 合計（万元）	




イフラン建設補助金	 	 	 1,000	
































































                                                
31毎年西暦 3 月 21 日前後。カザフ族のノウルーズは新年の意味であり、お祭りの祭に、皆肉、米、小麦
粉、大麦などで粥に作るのがカザフ族の伝統風習であり、カザフ族は皆立派な民族衣装を着装して互いに
祝って手作りの食品で客を招待して、カザフ族の民族弦楽器であるドンブラ－で演奏しながら、この日に
決 ま っ て い る 曲 、 即 興 で 作 り 上 げ る 歌 を 歌 っ て 、 リ ズ ム に 乗 せ て 踊 る 。 （ 参 照 ：
https://www.chinaviki.com/china-culture/festival/xinjiang____zizhi/9639.html）	
32イスラーム教暦法 10 月 1 日。イスラーム教により毎年のイスラーム教暦法の 9 月から 1 カ月（ラマダ
ン）が飲食断水、言動を慎み、言葉・行動に注意する。皆、毎日の暁から夕方ごろまで一切の飲食を断食
する。毎日暁の前と夜、2 回食事する。断食期間では飲食を禁止するほかに、毎日 5 回礼拝して、そして
































































1984 年草原と家畜を各世帯に分配しました。その時、村長は 3世帯を 1組にしよう
と提言しました。その時、ほとんどの人は親戚と組みました。私は両親と嫁の両親で
１組にしました。草原と家畜が各世帯の人数によって分けられました。18 歳以上は 25





1980 年代、家畜が各世帯に配られました。私たちは 70 頭の羊、1頭の馬、2頭の牛







1984 年に、両親と 2 人の兄弟で草原を 26,793 ムー分配しました。詳細は、冬営地





新疆北部における異なる畜種間の頭数を羊の飼料必要量を基準にし、綿羊 1 頭＝1 羊、ヤ
ギ 1 頭＝1 羊、ラクダ 1 頭＝6 羊、ウマ 1 頭＝5 羊、牛 1 頭＝5 羊、豚 1 頭＝0.8 羊で換算
した。家畜は牧畜民世帯ごとの人数に基づいて各世帯に分配された。具体的な施策として、
家畜の配分基準が 18 歳以上の一人につき家畜 27 頭、18 歳未満の一人につき家畜 11 頭、1



















元/頭/年で、小畜が 0.6 元/頭/年に規定されていた。1994 年末に、コクトカイ県では新し






























ため、1989 年以降に移住した世帯（個人）または 1989 年以降の出生者には牧草地が無い。









































退牧還草の実施に当たっては、2003 年 3 月 18 日、国務院西部開発弁公室、国家計画発
展委員会、農業部、財政部と国家糧食局の命令として『2003 年退牧還草の任務についての




























第 4 に、2003 年度の目標を明らかにした。中央政府の計画は 1億ムーで、うち内モンゴ
ル自治区 3,048 万ムー、甘粛省 1,180 万ムー、寧夏自治区 460 万ムー、青海省 1,540 万ム
ー、雲南省 160 万ムー、四川省 1,440 万ムー、新疆ウイグル自治区 2,060 万ムー、新疆生


















畜の進出防止のために、周りに鉄の網で囲いを作る。鉄の網は約 100m の間隔に石柱を 1本
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立てにして、中間は鉄筋と網で引いて、網の表面に小さい鉄刺が敷き詰めている。季節性

















1984 年 39,000 ムーの冬営地を分配しました。現在の実際面積は 21,000 ムーと認め
られました。しかし、その内 19,000 ムーが砂漠です。この部分は放牧ができなくて、
現在の補償政策も適用していません。この 3年間、「退牧還草」政策によって、32,900



























































































ルタイ管理所）が 1950 年 9 月 15 日にキョクトカイで設立された。なお、これは中国側が
資源と土地を提供し、ソ連が資金と設備・技術を提供するという相互にとって有益な取り
決めであった。	














「3番鉱脈・天然鉱物陳列館」が地球上で知られている 140 種類の有用な鉱物のうち 86 種
類を産出するため、世界各国の地質学者から聖地のように捉えられ「生きた鉱物博物館」














年 1 月）と「非金属雲母四鉱」（1970 年 2 月）という会社を成立した。この二つの会社は
1980 年代から市況が不景気になり、巨額の損失を生み出し、1993 年より鉱業開発を停止し
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た。20 世紀末の 1980 年代後期から、カラテュンケ銅镍鉱会社（1988 年）、コクトカイ県






表 4-1	 コクトカイ県における鉱物種類（2015 年）	
種類	 発見	 数量	










































ら、開発企業を誘致してきた。コクトカイ県は 2003 年 1 月から、工業団地の総合計画書を










継いで発見され、うち 41 種の埋蔵量が確認された（表 4-1 を参照）。コクトカイ県の鉱業
資源利用計画書によると、2015 年現在に至るまで、コクトカイ県に鉱業開発会社が 71 社、
キョクトカイ稀有金属鉱区をはじめする大型鉱山が 4 箇所、中型が 3 箇所、小型が 35 箇
所あり、従業員は 4,649 人である。2015 年の鉱業生産量は 1,087.28 万トン、鉱業生産額
は 29.84 億元に達し、コクトカイ県の工業生産額の 61.16%を占めている。主に、鉄鉱石
381.15 万トン、銅鉱石 0.8628 万トン、鉛鉱石 0.4072 万トン、亜鉛 0.8701 万トン、鎳鉱
石 1.9427 万トン、モリブデン 0.0086 万トン、金 99.233kg、銀 3,267.837kg 生産した。雲
母、砂利と粘土の採掘量は 48 億 4,900 万トンで、そのうち雲母は 0.0904 万トン、凝灰岩
は 17.44 万トン、砂利は 17.1075 万㎥、粘土は 4.4 万㎥であった。	
コクトカイ県はアルタイ地区における牧畜業の主要な生産地であるとともに、近年にな
って鉱業開発も大規模に展開している。この結果、2015 年、コクトカイ県の産業構造は第
1 次、第 2 次、第 3 次産業の構成比率が 18.22：43.79：38.99 となった。すなわち、コク
トカイ県は牧畜業中心の第一次産業から鉱業開発を基調とする第二次産業への産業構造へ
と急激に転換した。このような生産構造により、第二次産業は第一次産業を凌駕する勢い

























































































































































































季の 6〜8 月、春秋営地の利用期間は春季の 4〜5 月と秋季の 9〜11 月、冬営地の利用期間












家畜の種	 ヒツジ（ヤギ）	 ウシ	 ウマ	 ラクダ	











































































































































































































































































































































しなければならないと提起された（苑鵬：2013）。2005 年 3 月に、農業部は「農民専業合
作組織の発展の支持と促進に関する見解」という公文書を発表し、各級の農業関連部門に



































































番号	 専業合作社の名称	 理事長（民族）	 主要事業	








3	 美酈田野農業機械合作社	 ZXY（漢）	 農業機械の販売、貸出、修理及び技
術の指導	
4	 富邦土地流動合作社	 CYD（漢・幹部）	 土地経営の集約化	




烏川牛羊育肥合作社の前身は 2007 年に成立した農村合作経済協会であったが、2011 年
2 月に正式に専業合作社として登録された。合作社の理事長は B 氏であり、彼はコケブラ
	 123	
コ村民委員会の委員でもある。B 氏は 1998 年に高校を卒業してから 2 年間牧畜業に従事
し、2000 年から村民委員会に加入し、村の管理に参与し始めた。2005 年頃、彼自身が羊 50
頭と牛 10 頭を持ち、収入は約 20,000 元/年になった。2006 年には、彼が率先して隣同士
の 5,000 ムーの草原を借り入れ、家畜の数も 100 頭まで増えた。2007 年からは、彼がカラ
ブルグン郷政府の呼びかけに進んで応え、所在村で農村合作経済協会を作り始めた。最初、
この協会は村の放置された牧草地を集め、牧工を 7人雇い、家畜を 1,800 頭放牧していた。
この協会は 2007 年に民政局で正式な登記を済ませ、当時参加条件を設けず、積極的に周辺
の農牧民に対して参加の勧誘を行った。現在、合作社には牛羊養殖大戸（大規模の専業牧













































金粮源農民専業合作社は 2008 年に理事長 L 氏を含む発起人 5 人で創立された後、2012
年 12 月に登記を済ませた。L 氏は 15 歳で中学を中退し、農業を始めた。彼は 30 代の頃、





















1.5—2 元/kg であり、販売価格は 3元以上/kg と設定している。ここから得た収益は専業合
作社の収益となる。その他に、合作社は周辺の農家に小型の農業用具、農薬や肥料などを
販売している。	
恒丰特色経済農民専業合作社は理事長 C氏が中心になって設立された。C氏は 24 歳で四
川省からカラブルグン郷に移住し、26 歳で地元の女性と結婚して定住した。彼は 30 代か
らヒマワリ、インゲンマメとスイカなどの経済作物を中心に栽培し始めた。C 氏も現地の
農業生産大戸であり、資金力を持っている。2013 年に合作社を成立した際、彼は 1人で 40









ー、インゲンマメが 2,300 ムー、スイカが 2,000 ムー、薬草が 700 ムーとなっている。ヒ
マワリ、インゲンマメとスイカは基本的に 5 月末に植え、7 月と 8 月に収穫が行われてお





2014 年まで、農作物の主な販路は、ウルムチの卸売業者が 5割、他地域が 2割、その他が
1 割となっている。2015 年から、理事長の知人を通じて四川省の有名な食品会社と長期的
な販売契約を結び、経営の安定化と販路の確保を実現している。恒丰特色経済農民専業合








































































































































































































































































年 8 月 3 日）によれば、2015 年末に、全国 2.3 億の土地請負農家のうち約 6600 万世帯が



































                                                
36「中央一号文件」とは、中国中央政府が毎年の年初に公表される当年の最も重要な政策文書であり、2004
















式方法によって、土地の譲渡が政府に保護されるようになった。さらに、1998 年に 2 回目
の『土地管理法』の改正によって、土地の請負経営権を自由に譲渡することが法的に認め
られた。2001 年と 2002 年には、「中央十八号文件」と第十六回全国代表大会の報告のい
ずれにおいても、条件が揃った地域内では土地の請負経営権を自由、有償、かつ適切に流
動化させ、経営規模の拡大・発展を遂げていくことが推奨されるようになった。	
















































































































村落	 世帯・人口	 農・牧業用地の面積	 生産形態	
ワイホウラ村	 210 世帯 1,030 人	 農地：24,000 ムー	 牧畜業	
アゴウクムジス村	 149 世帯 862 人	 農地：10,000 ムー	 牧畜業、農業	
ユウショク村	 300 世帯 1,250 人	 農地：10,800 ムー	
（うち集団１）：800 ムー）	
牧畜業	














































































り入れ、大規模な農業経営を行い、年間収穫期（毎年 5月から 7 月まで）などの農繁期に































































































































面積	 3,200 ムー	 45 ムー	
場所	 チャブラ（恰不拉平台）	 カラタス村（喀拉塔斯村）	
契約期間	 2006 年 1 月 1 日から 2012 年
12 月 31 日（6 年）	
2011 年 1 月から 2028 年 4 月	
（28 年）	







産額の 6ないし 10 倍」または「当該土地の被収用前 3年間の平均生産額の 4ないし 6倍」
となっている。表 6—3 によれば、実際の費用は土地収用の補償費に応じて行う方法を使わ
なく、また土地の市場価格によって計算されるものでもなかった。「集団対応型」の場合





「個人対応型」の当事者は農牧民同士であり、この場合はわずか 45 ムーの土地を 2011




きず、隣家の B 氏に安く貸している。この場合は、B 氏は賃貸料金を払い、毎年 A 氏に一














































































































































































2008	 「キョクトカイ鎮国家地質公園」が開園	 新疆 3番目	






























投資融資・施設整備・サービス提供などの観光開発を担当させた。2008 年 7 月 15 日に、
キョクトカイ国家地質公園が正式に開園した。キョクトカイ国家地質公園は 2009 年に国
家旅遊局による「国家 4A 級観光風景区」38に指定され、更に 2012 年 5 月には最高の「国
家 5A 級観光風景区」に新しく認定された。キョクトカイ風景区は、新疆で 5番目、アルタ
イ地区で 2番目の 5A 級風景区になった。2013 年 1 月 17 日に、キョクトカイ風景区の一部
であるキョクトカイ国家地質公園が国家鉱山公園に昇格し、中国では最初の鉱床と鉱山旧




























キョクトカイ風景区の従業員によれば、2015 年の通常入場券の売上は 1 日約 20,000 元
であったが、2016 年の夏季の売上は 1 日 30,000 元に達した時もあったという。その入場
者は年々増加の一途をたどり、2014 年には人口の 33.8 万人（2013 年度より 7.1％）まで
増加し、キョクトカイ鎮で観光業が発展し、大きな経済的利益をもたらしている。同年、
コクトカイ県は観光客が 120 万人（前年度より 13.21％）に達して、観光産業による収入
が 9.24 億元（2013 年度より 10％）に増加している。2017 年度の広報（5月 17 日に発表）
によれば 3）、入場券は 120 元（うち入場チケット 90 元、遊覧車運賃 30 元）に値上げし




























































注ぎ始めた。2004 年のキョクトカイ鎮における宿泊施設は僅か 2軒で、うち 1軒は国営ホ
テルであった。その当時は、キョクトカイ鎮に寝泊まりをする観光客も少なかった。2010
年にはホテルが 6軒となり、2014 年にはホテル 12 軒、「牧家楽（カザフ風の家庭旅館）」
18 軒とその数は増加している。更に、現在はホテルに出向いて予約する必要がなく、イン
ターネットで宿泊施設情報を検索し、予約サイト経由でホテル（宿）を予約できる。筆者
は 2016 年 7 月にキョクトカイ鎮に着いてから、宿探しを試みた結果、ほぼ満室であった。
この点ついては、「7 月に入って以来、団体や個人客が後を絶ない状況が続き、今年の客
























トカイ県を 10 時に発車し、キョクトカイ鎮に 13 時半に到着するバスと、キョクトカイ鎮






























































































































































































































































































































エト構成共和国の一つとなった。ソビエト連邦の解体後の 1991 年 12 月 16 日に、カザフス
















































































































の全人口の 81.7％を占めていたが、1959 年にはわずか 30％に減少した。1990 年、当時の
カザフスタンではカザフ族の人口は全人口 16,824,825 人のうち 46％を占めていた。独立
以降、カザフスタン政府は諸外国に住むカザフ族の移住を奨励し、いわゆる「在外カザフ
族呼び寄せ政策」を実施してきた。	
1998 年に、カザフ族は 812.96 万人まで増加し、主に南カザフスタン州(132.7 万)、アル















イグル人、カザフ族らが 1962 年 4 月から 6月に新疆からソビエト連邦に脱出した42。この
事件により、特にソビエト連邦に属する最大のカザフ族コミュニティを抱えるカザフ・ソ
ビエト社会主義共和国は一時的に新疆から脱出したカザフ族の受け皿となった。	
その後、ソビエト連邦崩壊後の 1991 年 12 月 16 日に、カザフスタン共和国として独立






年	 人数	 年	 人数	
1994	 500	 2001	 200	
1995	 470	 2002	 225	
1996	 360	 2003	 380	
1997	 75	 2004	 3,330	
1998	 100	 2005	 5,075	
1999	 300	 2006	 5,325	












2016 年には 10 万人を超えた。カザフスタンの永住権を取得した者やカザフスタン国内で
就労している者は 20 万人に達した。新疆のカザフ族の人口は当時に約 130 万人であるこ




















































































































































































































































































	 冬季牧場	 春季・秋季牧場	 夏季牧場	  冬季牧場（舎飼）	
定住前	 	 	 	 	






	 家畜出荷	 出稼ぎ	 耕作	 その他	
定住前	 	 	 	 	







	 小麦	 とうもろこし	 綿	 アルファルファ	 てんさい	
作物の種類	 	 	 	 	 	
面積	 	 	 	 	 	
単位面積当たりの収
穫量	
	 	 	 	 	
総収穫量	 	 	 	 	 	




















番号	 名前	 年齢	 世帯構成	 時期	 定住について	































































































2000	 生活が快適。研修に 3 回参加したことがあ
る。研修実施に対する注力度と技術者への
指導強化が必要。	
























地使用費は 7,000 元から 4,000 元に減額さ
れた。草地の保護に有利。診察・治療や就
学にも便利。	





19	 JG	 38	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2004	 国から 2,700 元分の材料を提供された。草
地の保護に有利。診察・治療や就学にも便
利。	






















1,500 元、総費用 31,500 元が免除された。
草地の保護に有利。診察・治療や就学にも
便利。	













26	 JLRBK	 56	 5 人:大人
2人、子供
3人	

















29	 SYL	 38	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2003	 借入の額が少なすぎる。研修に 2 回参加し
たことがある。研修が少なく、機械設備の
水準が低い。	










番号	 名前	 性別	 民族	 年齢	 時間	 場所	
1	 YM	 男	 カザフ族	 48 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
2	 ZXJ	 男	 漢族	 46 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
3	 YBQ	 男	 漢族	 58 歳	 2013 と 2014	3 回	 カラブルグン郷（喀村）	
4	 MDRWL	 男	 カザフ族	 46 歳	 2013 と 2014	2 回	 カラブルグン郷（喀村）	
5	 LM	 男	 漢族	 50 代	 2013 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（喀村）	
6	 TSS	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 6 日	 カラブルグン郷（阔村）	
7	 KWLBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 7 月 31 日	 カラブルグン郷（阔村）	
8	 XM	 女	 漢族	 60 代	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（商店）	
9	 QF	 男	 カザフ族	 87 歳	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（阔村）	
10	 XLB	 男	 漢族	 60 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
11	 MBLK	 男	 カザフ族	 55 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
12	 HLFY	 男	 カザフ族	 48 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
13	 TAK	 男	 カザフ族	 65 歳	 2014 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（阔村）	
14	 HSY	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
15	 BHTBK	 男	 カザフ族	 45 歳	 2014 年 8 月 4 日	 カラブルグン郷（阔村）	
16	 AEKBK	 男	 カザフ族	 26 歳	 2014 年 8 月 5 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
17	 JNT	 男	 カザフ族	 36 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
18	 HEM	 男	 カザフ族	 57 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
19	 LHW	 男	 漢族	 32 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
20	 BTEBK	 男	 カザフ族	 66 歳	 2014 年 8 月 7 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
21	 BJMX	 女	 カザフ族	 72 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
22	 HH	 男	 カザフ族	 50 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
23	 LELBK	 男	 カザフ族	 52 歳	 2014 年 8 月 12 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
24	 BZX	 女	 カザフ族	 69 歳	 2014 年 8 月 16 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
25	 KXH	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
26	 HB	 男	 漢族	 69 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
27	 HNE	 男	 カザフ族	 29 歳	 2014 年 8 月 18 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
28	 ZZJ	 男	 漢族	 49 歳	 2014 年 8 月 15 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
29	 MSR	 男	 カザフ族	 27 歳	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村）	
30	 ESBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村）	
31	 RBY	 男	 漢族	 24 歳	 2013 年 8 月 8 日	 動物保護区（公務員）	
32	 KMLH	 女	 カザフ族	 28 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（公務員）	




34	 AH	 男	 カザフ族	 60 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
35	 HLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
36	 SHH	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
37	 HMPY	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
38	 NRL	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
39	 ZYH	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
40	 HRL	 男	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
41	 BG	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
42	 BH	 女	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
43	 QQ	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
44	 HSM	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
45	 ZYHA	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
46	 AKX	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
47	 ALPLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
48	 DQH	 男	 カザフ族	 76 歳	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
49	 HEMB	 女	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
50	 BRS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
51	 HJTBK	 男	 カザフ族	 58 歳	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
52	 HS	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮	
53	 ZH	 男	 漢族	 40 代	 2014 年 7-8 月	 カラブルグン郷	
54	 BSBS	 男	 カザフ族	 54 歳	 2014 年 8 月 5 日	 トゥルグン郷（阔村）	
55	 HEMB	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 7 月 27 日	 トゥルグン郷（阔村）	
57	 HNT	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 25 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
58	 TLGYT	 男	 カザフ族	 89 歳	 2014 年 8 月 13 日	 チャクルト鎮（恰村）	
59	 AHEBL	 男	 カザフ族	 70 歳	 2014 年 8 月 6 日	 トゥルグン郷（阔村）	
60	 HS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
61	 ALPLM	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 16 日	 トゥルグン郷（阔村）	
62	 BZM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 20 日	 チャクルト鎮（哈村）	
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1	 YM	 男	 カザフ族	 48 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
家族は 3人で、妻、8歳の娘と私です。私は若い頃は軍隊に入ったことがあって、その
後 30 年間、郷の牧畜業学校の食堂で働いています。給料は約 2千元でしたが、そろそろ
退職したいと考えています。他の人の給料が上がれば、私の給料も 70％あがります。	









羊は 10 頭以上、牛は 3頭持っています。家畜が少ないので、弟に放牧させています。
羊は 1 カ月１頭 15 元で、牛は 1 カ月１頭１頭あたり 50 元、弟に払っています。一般に





































3	 YBQ	 男	 漢族	 58 歳	 2013 と 2014	3 回	 カラブルグン郷（喀村）	
2013 年 7 月 29 日	
故郷は重慶市の寿陽です。1976 年、私は 20 歳で、姉に連れられてここにきました。姉
























て来ましたが、残った 10 世帯は拒否してしまいました。当時の補助費は 5,000 元しかな
かったのですが、住宅を買うには、何万元も必要でした。また庭の塀を造ったり住宅を
装飾したりして、更に 7万、8万元がかかります。私は当時村長として、率先してここに











作する場合は、１ムーの土地に投入する金額が 1,000 元以上で、収益は 1,500-1,600 元




時間が 1カ月しかありません。その時は必ず他の人を雇っています。私の娘婿は QS22 町
で 200 ムーの土地を、息子はアウェグダムで 180 ムーの土地を借りています。実際に、



















































































































































前進大隊は 4つの生産小隊に構成されました。前進大隊は現在の QS3303 村です。前进
4 队は、現在の紅苇子（地名）です。そこで、初期は 150 ムーの土地を開墾して、今は
300 ムー余りです。定住住宅を建て、1 世帯当たり 50 ムーの土地を配分しました。その
時、14 世帯で 700 ムーの土地を与えられました。昔は、国家あるいは政府が主導しまし
たが、現在は外来の漢族の金持ちが中心になりました。当時、副業隊と専業隊に分けて、




















開墾しました。一人当たりの土地面積は 3,000 ムーや 6,000 ムー程度で、すごく大きい
です。彼らは本気で農業をせずに、木を植えます。そして、開墾した土地を地元の農牧
民に貸して、600 元/ムー（800 元/ムー）の賃金を受けます。昨年は 300 元/ムーでした
が、今年は 600 元/ムーとなりました。私たちにとって、高すぎます。Yは南戈壁（地名）








































4	 MDRWL	 男	 カザフ族	 46 歳	 2013 と 2014	2 回	 カラブルグン郷（喀村）	
喀村はカラブルグン郷一番大きな村で、村民が全員カザフ族です。村全体は 4つに分け
て、「阔斯阿热勒猛冲胡尔」90 世帯、「乌亚拜恰库尔图阿合哈仁」40 世帯、「霍依西拜













作社に参加しています。初期は 5—6 人が参加して、羊が 300 頭でした。羊を飼う時、先導











5	 LM	 男	 漢族	 50 代	 2013 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（喀村）	

















去年 7月、私は 20 頭の馬を連れて、アウェグに放牧しました。昼ご飯を食べて、戻り
ました。誰かが馬を囲いました。私が政府に報告しました。結果、19 頭の馬を返して、


































8	 XM	 女	 漢族	 60 代	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（商店）	















































10	 XLB	 男	 漢族	 60 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
私は 3000 ムーの土地を持っています。元々は他の人が土地を開発して、たいへん損を
しました。私はこの土地を 300 万元で買いました。昨年、私は打瓜（スイカの一種）を




























私の姉は 1965 年に嫁に来て、6年ぶりに帰省しました。私は姉に誘われて、父の 70 元
を盗んで、姉と一緒に新疆にきました。その時、新疆までの交通費は 27 元で、大変安く
て、食事は 20 元かかりました。「石河子」（地名）に到着した時、私の手元には約 20 元
残っているだけでした。私は前、学校に通いながら、敷物やかごや帽子の作り方などを
学んでいました。最初、リンゴ樹を栽培する農園でかごを作りました。一日かごを 12 個
作って、月末は給料 73.6 元をもらいました。一般労働者は毎月 53 元の給料でした。こ


















た。四輪車で 1.5—2 トンの塩を 100 元で買って、商店に 0.3 元/g で売りました。最多の
場合は、1週間 1000 元を稼ぎました。秋は、トラクターを使って、カザフ族の遊牧民の
牧草を運んであげました。これは無料でしたが、遊牧民たちからは一部の牧草をもらい































11	 MBLK	 男	 カザフ族	 55 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	












の問題が起きました。私は兄弟 5人で、1984 年に 30 ムーの土地を請負って、今まで続け
ています。私の兄弟は他の仕事を営んでいます。もしみんな農業をやっていたら、30 ム
ーの土地では足りないでしょう。	



















































してから、フルファルファを植えています。フルファルファは 6月、8月と 10 月の年間
3 回収穫できます。家畜が農地に入ることを避けるために、ほとんどの牧畜民は 2 回フ















13	 TAK	 男	 カザフ族	 65 歳	 2014 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（阔村）	
私は 1950 年、「木垒カザフ自治区県」に生まれました。他に、二人の兄弟がそれぞれ


















3 隊」は巴依とその家族によって構成され、新しく開発された 2,000 ムーの土地で農業
をやりました。この機会を得て、私の家族はここに移動してきました。1978 年、私の母
はここで亡くなりました。	
1984 年に、政策が緩やかになって、政府は私に 25 ムーの土地を配分しました。また、
私に「お父さんが無罪である」という証明書を渡しました。その年から、私は羊を飼い
始めましたが、牧草地がなかったので、夏は羊を牧畜民に頼みました。冬は畜舎で牧草
を提供し飼養しました。私が 1993 年に結婚した時、羊を 60 頭持っていました。15 ムー
の土地にはフルファルファを、10 ムーの土地には小麦を植えています。冬の牧草も十分










14	 HSY	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	











私は 1952 年に結婚して、9人の子供がいます。最初の 7人は娘で、最後の 2人は息子
でした。私の 7 人の娘はすべて学校に通っていました。今は政府で働いたり、教師とし
て働いたりしています。長男は中学校まで通って、「管水員」として村の水道を管理し
ています。私は、1984 年に配分された 40 ムーの土地も彼にあげました。次男は大学を卒
業して、現在郷政府で働いています。	






15	 BHTBK	 男	 カザフ族	 45 歳	 2014 年 8 月 4 日	 カラブルグン郷（阔村）	
私は今年 45 歳です。二人の子供がいます。娘は 22 歳で、新疆医科大学の 2 年です。



































16	 AEKBK	 男	 カザフ族	 26 歳	 2014 年 8 月 5 日	 ドゥルー鎮（白银村阿肯）	
今 26 歳です。子供が 2人います。長女は 3歳で、次女は１歳です。私は以前、ハラチ
ャハに住んでいました。私には兄弟が 2 人います。結婚してから、部屋が足りなくなり
ました。私は 2年前に家族を連れて、ここに移転してきました。この部屋は自分のお金、
約 3 万 5 千元で 1 部屋買いました。移転してきてから、私がキッチンを建設しました。
私は土地を持っていません。羊を 20 頭、牛を 6頭持っていますけど、親戚に頼んでいま




500-600 元を貰います。最高で 1,000 元という時もあります。毎年、県政府は「阿肯弹唱
会」（試合）を行っています。私は去年に参加して、二等賞として 2,000 元の賞金を獲











17	 JNT	 男	 カザフ族	 36 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
































さん費やしました。住宅は 55,000 元、内装と家具は 20,000 元です。更に三つの部屋を


































18	 HEM	 男	 カザフ族	 57 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
60 歳近くです。1984 年に定住しましたが、当時は粗末な土製の住宅を建てただけで、
土地もなく、実際は半定住の状態でした。現在、新しい家を建て、畜舎も設けています。	














物と 16kg のガーネット（柘榴石）を持ち帰りました。去年は 300 元/kg で売れましたが、
























20	 BTEBK	 男	 カザフ族	 66 歳	 2014 年 8 月 7 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	









その時、羊は普通 80-95kg でしたが、今では最大 50kg です。これは放牧の方法と関連
しているかもしれません。以前は、我々が新疆時間の 4 時（北京時間の 6 時）に羊を放
牧に行って、夜 8 時までに羊を連れて帰りました。今は朝 6 時から羊を放牧し始めて、
















は残って、翌年も子羊を生みます。以前は羊が 50 元/頭で、その時に小麦粉が 20 元/袋
でした。現在は、7月の小羊が 500 元以上で、９月は 1000 元以上で売れます。	







21	 BJMX	 女	 カザフ族	 72 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1942 年に生まれて、今は 72 歳です。子供の頃はドゥルー鎮に住んでいました。兄弟 5

























22	 HH	 男	 カザフ族	 50 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	

































た。彼は現在 1,000 頭以上の羊を持っています。現在は巴依になりました。今、私は 130









年の 3月までの間に冬営地を借りて、約 5,000 元かかります。	
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23	 LELBK	 男	 カザフ族	 52 歳	 2014 年 8 月 12 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1962 年に生まれて、今年 52 歳になりました。白银村の村民です。家族 5人で、妻、息
子 3 人です。長男は郷病院で勤めていますが、次男は今年大学を卒業しました。末子は




360 分で、年末 0.13 元/分で計算しました。	























1984 年草原と家畜を各世帯に分配しました。その時、村長は 3世帯を 1組にしようと
提言しました。その時、ほとんどの人は親戚と組みました。私は両親と嫁の両親で１組
にしました。草原と家畜が各世帯の人数によって分けられました。18 歳以上は 25 頭の
羊、18 歳以下は 13 頭の羊でした。その時、1 世帯は子羊、1 世帯は母羊、1 世帯は 2 歳
の羊を担当しました。	






ちは挿花的にこの村に入居しました。現在、30 ムーの土地を持っています。牛が 20 頭、











24	 BZX	 女	 カザフ族	 69 歳	 2014 年 8 月 16 日	 ドゥルー鎮（乌村）	






















郷鎮政府と関連しなかった。その後、1984 年に牧場が解体し、大人に 40 頭の羊、子供に




ました。子供が 7 人で、男は 4 人、女は 3 人です。うち男の 2 人はドゥルー鎮に住んで
いますが、他の 2 人はこの村に住んでいます。もう分家しましたが、家畜の放牧を一緒
にします。末っ子が牛と羊の放牧を担当しました。彼は最近、牧草を刈っています。人





25	 KXH	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	























で 400 頭の羊を放牧しました。給料は毎月 60 元で、高額でした。1959 年に結婚しまし
た。1976 年に、連合企業はここに建物を建設して、一つの村を作りました。長男は軍隊
に入って、今は県城で働いています。末子は郷の警察所に務めています。私の土地が少

























の分で、ほかの 70％は給料として代牧者にあげます。母羊は私が 5−10 年間持ちながら、
家畜の生産を続けています。つまり、家畜の価格が高いか低いかにかかわず、私は子羊
の 30％の利益しかありません。	



























私は 1980 年から 1995 年までの 15 年間、村の会計として勤めていました。私は村の土
地や牧草を手に入れなかったが、他の人よりいい生活をしています。その時、私も「老
板」でしたが、毎年 7-8 万の収入で 200-300 頭の羊を買いました。現在、私は政府が分













27	 HNE	 男	 カザフ族	 29 歳	 2014 年 8 月 18 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
この村は 2つの自然村から構成されています。3つの民族があって、ウイグル族は 5世





















また、県政府は 1回 450 ムーの土地の開発権も認めましたが、「Y老板」が開発のために












私が今住んでいた家は、中央政府が 1万元、黒竜江省が 1万元、自治区政府が 1万元、















































夏は、各世帯が 1-2 頭の牛と定住点に残ります。朝 7 時ごろ、乳搾りを一回します。そ













28	 ZZJ	 男	 漢族	 49 歳	 2014 年 8 月 15 日	 ドゥルー鎮（乌村）	


























































































31	 RBY	 男	 漢族	 24 歳	 2013 年 8 月 8 日	 動物保護区（公務員）	
私は 22 歳で軍隊に入って、初めて新疆に来ました。2年後退役して警察官の試験を受









































































































33	 DGN	 男	 カザフ族	 65 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族 5人です。妻、息子夫婦、孫と私です。	
私と妻は身体障害者の手帳を持っています。政府は毎年身体障害者に 5,000 元の補助













1984 年に土地と草原も分配されました。牧草地は 2,500 ムーで、冬営地は 130,700 ム








35	 HLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
息子 5人と娘 5人です。	











36	 SHH	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族 8 人です。二人の息子が結婚して、子供も生まれました。みんな一緒に生活して
います。羊は 200 頭、は牛 7頭、馬は 8頭、ラクダは 6頭です。草原の総面積は 23,281





1984 年に草原を 80 世帯に分配しましたが、現在は世帯数が 300 世帯に増えました。	
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37	 HMPY	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟が結婚して、分家しました。今、家族 6人で、90 歳の母、夫婦と 3人の子供がい
ます。子供はそれぞれ、23 歳、20 歳と 17 歳です。	
分家しましたが、家畜をまだ一緒に放牧しています。羊 500 頭、牛 20 頭、馬 30 頭、
ラクダ 15 頭です。冬営地は 13,640 ムー、春営地は 1,800 ムー、秋営地は 2,144 ムー、




2009 年、2011 年と 2012 年、冬は大雪が降りました。雪災の時、2-3 万で草を買う必要が
あります。	
1984 年の時、家族 19 人で 13640 ムーの冬営地が分配されました。1989 年草原証を発
給しました。5年前、政府はその草原証を取り戻しました。去年、新しい草原証を再発給
しました。草原の利用期間は 1989 年から 50 年間です。冬営地はカムステの南にありま




38	 NRL	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟が 3 人で、もう分家しました。今の家族は 5 人で、子供が 3 人います。長男はウ
ルムチで大学に通っています。次男はアルタイ高校に入学しました。末子は県の中学校
に通っています。	
1984 年 2.8 万ムーの草原を分配しました。冬営地はカムステ（地名：卡姆斯特）の南
20km と離れています。冬はとても寒かったですから、家畜がたくさん死んでしまいまし
た。現在は「退牧還草」政策が実行されました。しかし、補償は草原の面積によって発給
されています。私の家族の冬営地の面積は 1,000 ムーで計算されました。今年で 3 年目
です。冬は大雪で、秋に牧草を 1.5 万で買う必要があります。牛が 6頭、羊が 60 頭です。










39	 ZYH	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族は 8 人で、両親、弟、妹、妻、2 人の子供と私です。羊は 200 頭、牛は 8 頭、馬
は 10 頭、ラクダは 6頭、山羊は 100 頭です。草原総面積は 26,837.7 ムーで、冬営地は
16,696 ムー、春営地は 1,950 ムー、秋営地は 1,600 ムー、夏営地は 3,325 ムー、春秋営
地は 995＋1,537 ムー、天然草原は 8.25 ムー、人工草原は 17.8 ムーです。冬営地はカム
ステから 5km 離れます。	





























































































































43	 QQ	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
兄弟 5 人です。今は分家して、核家族で別居しています。家族 5 人ですが、子供が 2
人います。大家族で羊 200 頭、牛 60 頭、馬 50 頭、ラクダ 15 頭を持っています。兄弟は
一緒に放牧しています。現在は他の人の草原を借りて利用して、毎月 2,000—3,000 元を
支払います。	




いですけど、草原面積がどんどん少なくなりました。1984 年に家畜が 202 頭で、その後





























で 30 歳です。家族は、妻と 8歳の長男と 3人の核家族です。子供が郷の小学校に通って
います。	




100 頭を売って、5,000 元で牧草を買いました。今年は残りの 100 頭の羊を放牧していま
す。今、多くの人は他の人に家畜の放牧を委託しています。	
私は今 30 代で、牧畜業を営んでいます。前年から十戸長となりました。10 世帯といえ


































46	 AKX	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
定住してから、土地を全部で 50 ムー持っていますが、中に牧草を植える土地として使
えるのは 20 ムーです。元々、土地に砂石があり、農作物はあまりできなかったのです。

















47	 ALPLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
息子が 1986 年に生まれ、今は結婚しました。孫が 2人います。	
兄弟 3 人です。一番大きい兄は 1984 年に結婚しました。1984 年に、両親と 2 人の兄
弟で草原を 26,793 ムー分配しました。中に冬営地 16,696 ムー、春営地 1,950 ムー、秋
営地 1,600 ムー、夏営地 3,525 ムー、牧草地 2,492 ムーです。大きい兄は自分の草原を
持っています。今、家畜は、羊を 400 頭、牛を 8頭、馬を 10 頭、ラクダを 6頭飼ってい







際は 2,000 元で草を買って、26,730 元が支払われました。	
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きました。村の 70 歳以上の党員と元軍人は更に年間 1,000 元の補助金をもらえます。	
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現在、私は 200 頭、2 人の弟は 80 頭と 60 頭の家畜を保有しています。ここに移住する
以前、私は 3人の家畜を全部放牧していました。現在、私は村の幹部として務めながら、
夏に家畜の放牧を 2 番目の弟に委託しています。冬に、私と彼は一緒に定住点で 3 人の
家畜を飼養しています。	
この村は農牧民が定住したばかりです。昨年は、約 200 世帯が各鎮・郷からここに移









600 頭の羊、200 頭の馬と 100 頭のラクダを保有しています。彼はリーダーとして、他の
人と協力して、合作社を運営しています。私は 5 月に彼の合作社を見学に行きました。













































村から土地を 200 元/ムーで請け負いし、更に他の人に 250 元/ムーに又貸ししました。
また、幹部たちと仲良くしています。	












54	 BSBS	 男	 カザフ族	 54 歳	 2014 年 8月 5日	 トゥルグン郷（阔村）	
1960 年に生まれました。私は 100 ムーの土地を持っています。そのうち、40 ムーはフ
ルファルファを植えて、他の 60 ムーは 350 元/ムーで他人に貸しています。4 人の息子
と 1 人の女の子がいて、今は分家して生活しています。私は 1970 年に軍隊に入って、
1978 年に除隊しました。今は羊を 50 頭以上、牛を 10 頭持っています。放牧は全て他人
に頼みます。	











55	 HEMB	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 7 月 27 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟 3人です。私は羊が 150 頭、牛が６頭、馬が 3頭、ラクダが 10 頭です。1984 年に
草原が 2万ムー以上分配されましたが、現在は 14784.3 ムーになりました。冬営地は 8963
ムーで、春営地は 1,424 ムーで、秋営地は 1,210 ムーで、夏営地は 1,913 ムーで、牧草
地は 20 ムーです。冬営地はサバストの近くで、開発企業に占用されました。夏営地は旅
行会社に占用され、3.8 万の補償金を得ました。春と秋営地は政府に占用されましたが、
9,000 元の補償金を得て、1世帯 3,000 元です。	
お兄さん（HXLS、50 歳）は今、牧畜局に仕事しています。HXLS：私は 2002 年から牧畜
局で仕事を始めました。その前は、農業局で仕事していました。今、牧畜局の中心的な


































58	 TLGYT	 男	 カザフ族	 89 歳	 2014 年 8 月 13 日	 チャクルト鎮（恰村）	
89 歳です。夏は留守番です。兄弟が 2 人です。弟は 78 歳で、元々は鎮の小学校の先
生でした。	













59	 AHEBL	 男	 カザフ族	 70 歳	 2014 年 8 月 6 日	 トゥルグン郷（阔村）	

















1984 年、家畜は 250 頭でした。1993 年—2003 間に家畜が急に増えて、1000 頭以上でし
た。現在は、家畜の頭数が減って、500 頭を飼っています。なぜなら、草原面積が減少し
たのです。生まれたばかりの子羊が 150—200 元/頭、3 月は 1,000 元、6 月は 2,000 元で





60	 HS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮（白银村）	





























































62	 BZM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 20 日	 チャクルト鎮（哈村）	





時に砂漠で石を探しに行って、8-9 月に 216 国道の沿線で販売します。夏には外来の観






最初は 1日 200 個のレンガを作りましたが、現在は最高 700 個です。給料もレンガの数









畜を委託しています。給料は 35 元/頭です。その場合、彼らは自分の草原を 20 元/ムー
で専門の代牧者に貸しています。	
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